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令和４年度入学予定者については、引き続き好調を維持し、一部の学科コースにおいては、早い

時期に定員が埋まってしまい、願書の受付を締め切る学科もあった。

DX（デジタルトランスフォーメーション）に対応・先取りした教育環境を整備充実するための教材機

材を導入し、教職員の新規採用を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産

学連携においては企業スタッフが授業を担当し、特にビジネスマナーとプレゼンテーションの向上に

成果を上げている。

新型コロナ感染症の流行がやや落ち着きを見せ、企業の採用も持ち直しつつあるが、卒業時点で

未内定の学生については卒業後も継続して就職指導・支援を行う研究生制度が定着。着実な成果

を上げている。

自己評価表（令和３年度について）　

1.教育理念・目標

講演講習

校内合同企業説明会をはじめとして数々の講演会を行った。

年次定例会（職員会議）を３月に開催。教職員全員で教育理念と目標の再確認を行っている。ま

た、毎朝の朝礼時でも現状報告を行い、教育理念の確認を行っている。

実務経験が充分な教職員を確保した。Mac授業教員１名、Windows授業教員1名、造形授業アシ

スタント２名を採用。

各学科別シラバス履行

　

他校に先駆けて実施してきたオンライン授業だが、講義形式の講義については録画授業を再聴講

して復習に利用する学生もおり、一定の教育成果を上げている。以前からの実技等の対面授業を

中心として、オンライン授業を効果的に取り入れている。

校外見学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　新

型コロナ感染症流行により自粛していたが、産学連携企業への見学、プレゼンテーション等の活動

を再開した。

2.学校運営

3.教育活動
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キャリアアップ支援

卒業生への永久バックアップ支援制度により、転職再就職活動を支援。卒業生に対して就職提出

用作品の制作環境提供と各種の就職活動支援を行った。

離脱率

学科コースによりばらつきが見られるが、主な退学理由は出席不良による。毎日の授業出席を講師

が報告し、欠席が続く学生および家庭には担任が連絡。学業継続のための支援を根気よく行って

いる。

履修達成状況

欠席日数の多い場合や補習の確定した授業などについて、学生本人だけでなく、保護者に対して

も連絡を取るなど早めの対応を行っている。ファッション業界内での進路変更に対応するため、転科

制度を設けて規定の成績を収めた学生には学内での転科を可能にし、履修達成に向けて支援して

いる。

授業成果

産学連携授業において、学生の商品企画デザインが採用となり、流通小売で販売された。また、企

業からの研修依頼も年々増えており、本学学生に対する企業からの信頼度も増している。

5.学生支援

就職支援

就職室が学内に設置され、過去の卒業生の行った就職活動のレポートの閲覧や求人票による求人

情報を掲示。インターネット上の就職支援サイトの登録や閲覧、エントリーの支援を行う。

卒業生を送り出した企業との関係強化を図り、学内での説明会の誘致も行っている。

学生の個別相談にも即時対応できる支援体制を構築。就職室は常時開放しており、学生が自主的

に求人情報を収集したり、就職指導担当教員と面談ができるようにしている。

１年次からの就職支援授業や、担任による個別指導などをはじめとする、きめの細かい就職支援体

制を整備している。また、卒業生がオープンカレッジや就職指導授業で来校する際や、産学連携等

の外部企業とのつながりを広く活用して学生に業界・就職情報を伝えている。

校外見学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　新

型コロナ感染症流行により自粛していたが、産学連携企業への見学、プレゼンテーション等の活動

を再開した。

4.学修成果

就業達成率

新型コロナ感染症流行によりファッション業界も採用を見合わせる企業が多かった。そのため、就職

率向上を目指して以下の施策を実施、着実に成果を上げている。

1.担任による個別進路面談を実施。一人一人の就活状況の把握を行った。

2.エントリーシートによる書類選考を通過できない学生が増加しているため、提出書類の添削アドバ

イス指導の実施。

3.面接選考前には担任または就職室による模擬面接を実施。

4.学校への求人は即時に学生告知し、教職員にも情報共有する。

また、卒業時点の未内定者については学内雇用、および研究生として在籍させ卒業後も就職指導

を継続している。
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DX（デジタルトランスフォーメーション）への対応と機材機器の整備

DXによる生活様式や消費行動の変化に伴い、新入生全員にiPadを貸与する予定。館内のネット

ワークを更新し、学生用Free Wi-Fiを設置している。

校外校内美化修繕

校舎外壁・屋上の補修修繕を令和４年実施予定。ロビーや別館教室も修繕と内装工事を予定して

いる。校内清掃は清掃員３名が毎日実施。長期休暇期間には、普段はできない箇所をまとめて美

化・修繕につとめている。学生自身も週番（週ごとに当番を決めて教室清掃・整備）により、教室美

化の意識を高めている。

AO入試

面接試験を通して、本校が求める学生像「アドミッション・ポリシー」に基づいて合否を決める入試方

法。　ファッション業界で活躍することを志望する者の要望に応えるため、特典として入学前に実践

的な特別講座を実施、AO面談を適切に実施している。

エントリー期間：6/1〜8/31、出願期間:9/1〜9/30

推薦入学

在籍中の高等学校または高等学校以上の教育機関を卒業見込みで、総合成績の評定平均が3.5

以上の者が対象。志望動機、推薦書、調査書等を総合的に判断して、適切な書類選考を行なって

いる。特典として、後期納入額から１０万円を免除している。（但し、前期の総合成績がクラス平均点

以上かつ１科目の出席が前期授業日数の６５％以上の者）

一般入学

高等学校卒業見込みの者、高校既卒者、留学生など幅広く受け入れを行なっている。（留学生は

別途受け入れ条件あり）主に志望動機を重視して、適切に書類選考を行なっている。近年の傾向と

して、AOでの入学者増加に伴い一般入学については募集締め切りの時期が前倒しになりつつあ

る。

出願機関：11/1〜３/l
8.財務

7.学生の受け入れ・募集

6.教育環境

売上高

688,582,595

経営コスト

351,113,642

資産合計

705,275,537

負債合計

216,766,124
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留学生

留学生については、受け入れ可能な条件を設定している。

1.日本の高等学校以上にあたる教育課程を修了している者。

2.日本語能力検定試験２級（N2）以上の合格者。

または日本留学試験日本語科目200点以上、BJTビジネス日本語能力テスト400点以上を取得した

者、または同等の日本語能力があると認めた者。

出願後に本校独自の日本語試験と面談も実施しており、勉学意欲、経費支弁能力等総合的に判

断し、適切な受け入れを行なっている。

海外研修

世界的な新型コロナ感染症の流行により、海外での教育活動は困難な状況である。

11.国際交流（必要に応じて）

9.法令等の遵守

10.社会貢献・地域貢献

職員就業環境

学内の就業規則に沿って、適切な就業を行なっている。

昇進制度や賃金制度については、給与規定により定められている。

年に数回の研究研修機会と勉強会を実施。教員の指導力向上を図る。また企業から講師を招いて

の講演や、職員それぞれの知見と技能向上に各種職能団体の講習会、研修機会を義務づけサ

ポートしている。

地域文化活動

近隣の小石川中等教育学校の職業体験の受け入れ（中学３年生）を毎年行ない、得難い体験がで

きたと高評価をいただいている。

災害支援

在学生のご家族（学費負担者）が原則「災害救助法適用地域」に在住し被災された方に対して、被

害状況に応じて経済的支援を行なっている。（学費免除または減免措置）


